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東京都保健医療局保健政策部健康推進課

０３（５３２０）４３６１（直通）

（平成 27年 11月作成）

COPD の認知度向上を目的として、この病気の恐ろしさや診断方法、
治療方法などを分かりやすく解説した映像を作成しました。COPD の患
者さんの生の声や、発症のメカニズム、肺の健康状態を
知る目安となる「肺年齢」測定検査などを紹介しています。

　東京都公式動画チャンネル　東京動画
https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/a2nrmxnu6ku.html

日本では、毎年１万人を超える方がＣＯＰＤ
で死亡しており、特に男性に多い傾向があ
ります。
　世界でも、１９９０年には死因の第６位
だったＣＯＰＤが、２０２１年には第４位
になっています。

　日本での推計患者数は５３０万人を超え
ると言われています。しかし、治療を受け
ているのは約３８.２万人で、９２%以上の
人は適切な治療を受けていません。
　年齢が上がるほどＣＯＰＤの患者は増え、
６０代以上が全体の約９割を占めています。

　「もしかして、ＣＯＰＤかな？」と思い当たる点があれば、これ以上呼吸機能を
低下させないためにも、早目に受診して適切な治療を受けましょう。また、周り
の方にＣＯＰＤと思われる方がいたら、是非ＣＯＰＤについて知らせてください。

COPD の認知度向上を図り、早期の受診、喫煙習慣の見直しにつなげる
ため、要点を絞った 30 秒の動画を作成しました。

　東京都公式動画チャンネル　東京動画
https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/smrcxuk6vfy.html

（令和３年５月作成）
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　いくつかの症状が思い当たる方は、 という病気の可能性があ
ります。
　思い当たる方は、次のページへ！

まんせい へい せい はい しっかんそくピーオーシー ディー

たばこ

　長引くせき・たん・息切れなどの症状。自己判断で、「年のせい」
「風邪の治りが悪いだけ」などと思い込んでいませんか？
まずは、下のイラストでチェックしてみましょう。もしかしたら、

「ＣＯＰＤ」という病気かもしれません。ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）は、
予防と、医薬品等による症状の改善が可能な、いわゆる肺の「生活習慣病」です。
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　ＣＯＰＤ予防と治療の基本は、禁煙で
す。たばこを吸っている人は、すぐに禁煙
しましょう。医療機関の禁煙外来などで
は、一定の要件を満たせば、保険診療が受
けられる場合があります。東京都保健医療
局HP「とうきょう健康ステーション」
に、ニコチン依存症治療に保険が適用され
る医療機関一覧を掲載しています。

　思い当たる症状がある方は、まずはかかりつけ医の診察を。必要に応じて、
呼吸器内科の専門医を紹介してもらいましょう。
　ＣＯＰＤは、スパイロメーターという機器で呼吸機能検査をして診断しま
す。呼吸機能の検査は食事制限などもなく簡単に受けることができます。
　ほかに、胸部Ｘ線検査・ＣＴ検査などの画像診断や、血液検査、心電図な
どによって、ＣＯＰＤの病状を詳しく調べていきます。

　低下してしまった肺機能は、残念ながら完全に健康な状態に戻すこと
は困難です。しかし、以下のような方法で、病気の進行を遅らせたり、
症状を和らげることができます。
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TOKYO WALKING MAP
https://www.tokyo-walkingmap.metro.tokyo.lg.jp/

　ＣＯＰＤの症状は、大丈夫だと思って放置していると徐々に悪化してしまうの
で、早めに受診しましょう。たばこを吸っている方は禁煙が一番の治療になりま
す。禁煙治療は条件を満たせば健康保険を適用することができますので、医療機
関に相談しましょう。東京都保健医療局 HP「とうきょう健康ステーション」に、
ニコチン依存症治療に保険が適用される医療機関一覧を掲載しています。
https://www.hokeniryo1.metro.tokyo.lg.jp/kensui/kitsuen/kinen_sapo/nico25.html

　低下してしまった肺機能を、元に戻すことは困難です。しかし、ＣＯＰＤを早
期に発見して治療を継続していけば、息切れが楽になるだけでなく、進行を遅ら
せて重症化を防ぐことができます。積極的な運動（歩行が大切）などで呼吸機能
と下肢の筋肉（特に太もも）を鍛え、ＣＯＰＤとうまく付き合っていきましょう。

　禁煙していても、ＣＯＰＤを発症する可能性がなくなるわけではなく、１０年
以上の喫煙歴がある方は要注意。たばこの本数が多く喫煙歴が長いほど、発症し
やすくなることがわかっています。しかし、禁煙すれば、喫煙をしていた頃より
もＣＯＰＤの進行速度を抑えられるのは確実です。

　周囲の人が吸って吐き出すたばこの煙（呼出煙）やたばこから立ち上がる煙（副
流煙）を吸うことを受動喫煙といい、受動喫煙でもＣＯＰＤになる可能性があり
ます。家庭や職場で喫煙をしていると、家族や同僚のＣＯＰＤのリスクを高める
ことになります。
　受動喫煙による健康への悪影響を未然に防止するため、健康増進法及び東京都
受動喫煙防止条例では、多数の方が利用する施設等の類型に応じて利用者に一定
の場所以外での喫煙を禁止するなどしています。
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